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一般社団法人徳洲会とシーメンスヘルスケアによる共同リリース 2019 年 2 月 5 日 

 

徳洲会グループとシーメンスヘルスケア、AI 共同研究、検体検査の

完全自動化、人材最適化を図る研修プログラムに関するパートナー

シップを締結 

 

 湘南ヘルスイノベーションパーク内に共同で「AI コラボレーションセンター」を設立・運営 

 先端的な臨床検査システムと搬送システムの導入により、検体検査工程を完全自動化 

 ワークフロー改善により人材を最適化し、需要の高い超音波検査体制を拡充 

 

徳洲会グループの本部機能を有する一般社団法人徳洲会（東京都千代田区、理事長: 鈴木隆夫 

以下、徳洲会）とシーメンスヘルスケア株式会社（東京都品川区、代表取締役社長: 森秀顕 以

下、シーメンスヘルスケア）はこのほど、AI ソリューションを用いた画像診断の共同研究、検体

検査工程の完全自動化、人材最適化に向けた超音波研修プログラムに関するパートナーシップ契

約を締結しました。本パートナーシップにより、医療の質と量の向上を図り、医療サービスの変

革を目指します。 

 

本パートナーシップの締結は、世界の先端的な医療を取り入れ地域医療の充実を図る徳洲会グル

ープの目指す姿と、シーメンスヘルスケアがグローバルで取り組む医療機関のバリュー向上を実

現するという理念が一致したものです。パートナーシップはまず、医療法人沖縄徳洲会 湘南鎌倉

総合病院（神奈川県鎌倉市、許可病床 648 床）を主な拠点として展開します。徳洲会グループの

旗艦病院であり、国際的な医療機能評価の JCI（Joint Commission International）認証を取得してい

る湘南鎌倉総合病院では、次世代の新しい病院づくりに向けて、陽子線治療装置などを備えた先
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端医療研究センターの開設、外傷センターや救命救急センターの新築プロジェクトなど、さまざ

まな計画が進行中です。今回のパートナーシップは、その取り組みの一環となるものです。 

 

主なパートナーシップの内容は以下の通りです。 

 湘南鎌倉総合病院の近隣にある湘南ヘルスイノベーションパーク（神奈川県藤沢市、通称; 

湘南アイパーク）内に共同で「AI コラボレーションセンター」を設立・運営し、AI ソフト

ウエアによる胸部画像からの診断支援など、AI に関する共同研究を行う。 

 湘南鎌倉総合病院への先端的な臨床検査システム、及び搬送システムの導入による検体検査

工程のさらなる自動化を推進する。 

 「US（ユーエス）アカデミー」の開講:  湘南鎌倉総合病院の臨床検査技師がより専門性の高

い生理検査に対応できるよう、シーメンスヘルスケアが継続的に超音波画像診断機器のトレ

ーニングを提供する（US は Ultrasound＝超音波の略）。 

 

AI コラボレーションセンター設立の背景と目的 

画像診断技術の発展に伴い、臨床における画像診断の役割が拡大する一方、大量の画像を読影す

る医師の負担は増加傾向をたどっています。また、臨床医ごとの専門化も進んでおり、横断的な

視点で画像情報を把握し共有することが求められています。これらの課題を解決すべく、徳洲会

とシーメンスヘルスケアは AI コラボレーションセンターを設立し、CT 検査のうち約 25％*
1
を占

め、最も一般的な検査部位の一つである胸部 CT 画像の読影をサポートする AI ソフトウエアの研

究を行います。肺や心臓、大動脈、脊椎といった胸部の各臓器や部位全体の読影を AI がサポー

トし、読影医がどの画像をより注意深く読影すべきかをあらかじめ印を付けるなどして知らせま

す。これにより、読影の効率化・高精度化が可能になると同時に、予想外の病変の早期発見にも

つながると期待されます。将来的には離島やへき地医療サービスの向上にも貢献できると見込ん

でいます。 

 

検体検査の完全自動化と US アカデミー開講の背景 

臨床検査室で業務を行う臨床検査技師の多くが、試験管の仕分けや搬送、廃棄などの作業工程に

多くの時間を割いています。シーメンスヘルスケアによる調査*
2
では、検体搬送システムの導入
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により自動化対象となる業務が約 33％削減できることがわかりました。湘南鎌倉総合病院では、

シーメンスヘルスケアの統合型免疫・生化学分析システム「Atellica Solution（アテリカ ソリュー

ション）」および検体搬送処理システム「Aptio Automation（アプティオ オートメーション）」

を導入し、ワークフローを改善します。さらに国内初となる外来採血テーブル・病棟エアシュー

ターと検体搬送処理システムの接続により検査工程の完全自動化を推し進め、臨床検査技師が本

来の専門的な業務に集中できる環境を整えます。 

また、さらなる人材の最適化を図り、臨床検査技師が超音波診断装置による生理検査に対応でき

るよう、シーメンスヘルスケアが超音波診断装置のトレーニングや最新情報を提供する US アカ

デミーを開講します。超音波検査は、装置のスペースを取らずリアルタイムで画像が読影できる

こと、患者にとっても痛みや副作用がないことなどから、医療現場で最も多く用いられている検

査のひとつです。US アカデミーの開講により、需要が高く非侵襲な超音波検査体制を拡充し、

これまで以上に患者さんに寄りそった医療サービスを目指します。将来的には、オンデマンドで

の超音波検査の提供も視野に入れています。 

 

昨今、医療現場においても「働き方改革」が急務とされていますが、今回のパートナーシップに

よる AI を活用した画像診断の効率化、検体検査のワークフロー改善により、人材の価値最適化

を図る取り組みは、世界的に見ても先進的なものと言えます。将来的には、徳洲会グループの他

の病院でも同様の取り組みを展開し、医療の安全性と質、患者体験価値が高い医療提供を目指し

ていきます。 

 

*1: シーメンスヘルスケア製の CT 装置を使用した検査において、頭部、体幹部、胸部、その他のうち、主に

どの部位に用いられるかを調査したもの（2018 年、シーメンスヘルスケア調べ）  

*2:  湘南鎌倉総合病院において受付・生化学検査・血液検査など、検体検査に関連するスタッフの 1 日の作

業時間を集計し、検体搬送ラインの導入により自動化が可能となると算出できた作業時間の割合（2018 年

2 月実施）。 
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報道機関からのお問い合わせ先 

一般社団法人徳洲会 東京本部 

広報部 上田  

Mobile: 080-8029-7374 
TEL: 03-3288-5580 

e-mail：noboru.ueda@tokushukai.jp 

 

シーメンスヘルスケア株式会社 

コミュニケーション部 中川 

TEL: 03-3493-5022 
Email: rie.nakagawa@siemens-healthineers.com 
 

徳洲会グループについて 

徳洲会グループは、“生命
いのち

だけは平等だ”の理念の下、「いつでも、どこでも、誰でもが最善の医療を受けられる社会」を目指しています。

とくに、離島・へき地医療、救急医療は徳洲会の原点として精力的に取り組んでいます。また、疾病構造の変化に対応し、がん医療にも

注力。さらに、先進的な医療や臨床研究・試験、慢性医療や予防医療も大きな柱に据えています。 

海外では、開発途上国に対する病院建設支援や透析機器の寄贈、透析センターや看護学校の開設サポートなど、医療支援を積極的に実施。

災害医療分野では、NPO法人 TMAT（徳洲会医療救援隊）が国内外の被災地にいち早く出動し、医療救援活動を行っています。最近では、

災害だけでなく人道的な見地から、ロヒンギャ難民への医療支援にも取り組んでいます。 

次代を担う医療人の育成にも尽力しており、2020年 4 月には湘南鎌倉医療大学（仮称）を開学する計画です。 

徳洲会は 1973 年に創立、現在、73 病院を含む 340余の医療・介護・福祉施設を全国展開しています。今後も徳洲会は挑戦者としての気

構えをもち、グループ職員 3万 2,000 人余が切磋琢磨すると同時に互いに助け合いながら、最高の医療・介護・福祉サービスを提供でき

るように頑張ってまいります。 

徳洲会グループのウェブサイト : https://www.tokushukai.or.jp 

 

Siemens Healthineers について 

Siemens Healthineers は、シーメンス AG より独立経営となったヘルスケア事業の新ブランド名です。Healthineers は「エンジニアリング」

「パイオニアリング」と「ヘルスケア」からなる造語です。 

「プレシジョン・メディシンの拡充」、「医療サービス提供の変革」、「ペイシェント・エクスペリエンスの向上」、「医療デジタル化

の推進」を通して、世界中の医療従事者がさらなるバリューの向上ができるようサポートしています。また、Siemens Healthineers は医用

技術におけるリーダーとして、診断・治療を目的とした医用画像技術から診断薬、遺伝子検査分野に至るまでの事業領域で、製品やサー

ビスを継続的かつ革新的に発展させています。さらに、医療の最前線にいる方々の声をもとに、デジタルヘルスサービスや病院経営に関

するソリューションも積極的に拡充しています。 

2017年 10月～2018年 9月末までの 2018 年度において、Siemens Healthineers の売上は 134億ユーロ、純利益は 23 億ユーロ、全世界の社

員数は 5 万人でした。詳しい情報はこちらでご覧いただけます。 

グローバルサイト: www.healthcare.siemens.com 

日本のウェブサイト: www.healthcare.siemens.co.jp 
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